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研究成果の概要（和文）：本研究では、「日本語文章校正ツール『推敲』技術を用いた日本語教師用例文検索システム
の開発」をテーマに研究を行った。この研究では単に例文検索の機能実現だけではなく、ネットワークを利用した協調
学習環境を語学学習において実現するためのサーバ機能の洗い出しや、クライアントソフトにおいて必要な機能の実現
にも注目し研究を進めた。ターゲットとするデータベースは当初ニュースサイトを想定していたが、著作権の問題等か
ら著作権が切れた小説などを保管するサイトに変更した。開発したシステムについては機能は満足できるが実効速度が
遅いため、今後も継続して改善する必要がある事が分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we aimed at developing a similar syntax function on 
e-learning environment that based on general word processing software such as MS-Word. The target domain 
of this system was changed from online news site such as NY times, TBS news, etc. to AOZORA-bunko, which 
holds a number of novels and poems written in Japanese expired license and become public domain 
documents.
Research result shows that the turn-around-time of this system does not suit for a classroom usage and 
need to be continued to update the system.

研究分野： 情報工学

キーワード： 類似文検索　日本語教育

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
語学教育で共通の問題として教材作成の

困難さ、複雑さがある。語学教育においては、
マルチメディアやインターネットの活用は、
効果的な学習ができることが容易に想像さ
れる。例えば、ある構文を教えたい時にホッ
トな話題を題材にしたホームページの記事
があれば、学習者の注意を惹きつけることが
できるだろう。 
一方、一般の教員はプログラミングの専門

家ではないため、自分で教材ソフトウェアを
開発することは難しい。既存のソフトウェア
では、プログラミングの手間はないが「お仕
着せ」の教材となるため、教師が補助教材と
して利用するためには、カリキュラムをソフ
トウェアに合わせる必要がある。 
これらの問題点を解決するために、本研究

班では、従来研究で一貫して教材作成を簡単
にするためのソフトウェアの開発を行って
きた。例えば、WEB 上で問題を作成できる
ようなツールを提供したり、ワープロ感覚で
問題が作成できるツールの開発などが挙げ
られる。これらの研究では、英語を母語とし
ない学生（EFL）の英語教育を対象に研究し
てきた。 
 また一方で筆者らは、九州大学牛島研究室
で開発された日本語文章校正ツール「推敲」
のソースコードの保守を行っている。「推敲」
では、日本語文章のパターンを正規表現で切
り分けることで高速に助詞、助動詞の分類を
行うことができる。さらに、筆者らは類似文
検索について、従来から研究を進めてきた。
本研究では、この「推敲」の技術と今まで培
ってきた英語教育のための教材作成ツール
の技術を基盤にして日本語教師用の例文検
索システムを開発することで日本語教師お
よび日本語学習者への新しい語学学習環境
の提供ができるのではないかと考えた。 
 
２． 研究の目的 
 
 本研究では、１で述べたように、新しい語
学学習環境の整備が目的であるが、特に日本
語の類似文検索を対象としている。 
教材テキスト中で注目すべき表現が出て

きたときに、簡単に似た例文をインターネッ
トの記事から検索し、利用できるようにする。
その際、構文的に似た文か、意味的（語彙的）
に似た文かを選択する。 
教材サーバは夜のうちにインターネット

の指定されたサイトから記事を記事 DB にダ
ウンロードしたのち、構文解析し、品詞情報
および語彙情報とともにタグ付けされ、早見
表 DB に格納される。教員用クライアントを
用いて MS-Word から用例検索要求があると、
VSTOアドインソフトとして開発するクライ
アントソフトから教材サーバにパターン・マ
ッチング指令が出され、類似度の計算をして
アドインソフト経由で MS-Word に表示する。 

本研究の特色は、日本語学習において、「似
た構文を探し」「文の難易度を計算し」「ワー
プロ画面に表示する」ことにより、日本語教
師が教材を簡単に検索し、利用できることで
ある。従来から新聞記事等を検索しまとめて
表示するシステムは存在するが、キーワード
やその組み合わせで検索するものがほとん
どである。本研究では、主体は構文検索であ
る点が大きく異なっている。また、構文と語
彙情報により文の難易度を計算する点も従
来のシステムにはなかった点である。さらに、
ワープロ画面から簡単に検索でき、また結果
もワープロ画面に出力するため、日本語教師
が簡単に操作できる点も特色である。 
本研究では、この類似文検索を日本語ワー

プロ上から利用できるように、サーバ環境と
クライアント環境を整備し、かつクライアン
ト環境からサーバの機能を呼び出すための
インタフェースプログラムを開発すること、
および自動でデータベースを更新するため
の仕組みを構築し、実用的なターンアラウン
ドタイムで実現できるか実現可能性を探る
ことが目的である。また、それぞれに必要な
要素技術の確立も重要な開発の目的となる。 
 
３． 研究の方法 
 
本研究では、「日本語文章校正ツール推敲

技術を用いた日本語教師用例文検索システ
ムの開発」をテーマに研究を開始した。この
研究では単に例文検索の機能実現だけでは
なく、ネットワークを利用した教師と学生間、
および学生同士の協調学習環境を語学学習
において実現するためのサーバ機能の洗い
出しや、クライアントソフトにおいて必要な
機能の実現にも注目し研究を進めた。今回開
発した主に、夜間に自動でインターネット上
から例文を取り込み保存するサーバの開発
と、例文を推敲技術により形態素解析し早見
表を作成し類似検索を行う技術の開発と、ク
ライアント機において語学学習用の協調学
習環境を整備し、その中で提示された文を引
数にサーバから似た文を引き出し画面に表
示する部分を追加する、という 3つを並行し
て研究してきた。このうち、語学用協調学習
環境については、本研究班の先行研究である、
「作業用共用データベースを利用した英専
門書読解支援ソフトウェアの開発に関する
研究（文部科学省平成１７～１８年度科学研
究費補助金基盤研究 C課題番号 17520391：研
究代表者 松野了二、研究分担者 堤豊）の
研究成果を元に構築を図った。 
 
４． 研究成果 
 

【サーバ関連の研究成果】 
 
例文検索のためのサーバ構築については、例
文をインターネットから自動で検索しダウ
ンロードし形態素解析を行い品詞でタグ付



けしてデータベースに保管するシステムの
作成を行った。ターゲットとする分野を当初
は新聞データベース等に置いていたが、2 つ
の問題に直面した。１つめは研究開発当初は
新聞データベースについて比較的インター
ネット上で充実し無料でニュースを公開す
る方針であったが、徐々に閉鎖的になり、ニ
ュース記事を全文投稿する会社が減ったこ
とである。２つめはデータベースを自由に利
用させることを嫌う会社がネット上に公開
するときもJavaScript等を利用し暗号化し、
簡単には生データが取り出しにくくなった
ことである。これらのことを考慮し、また今
後ニュース記事について有料提供という方
針になることも危惧されるため、当初の方針
を変更し、データベースとしてはニュース記
事ではなく著作権が切れた小説や詩等をデ
ータベース化している青空文庫を選択する
こととした。本研究では、この青空文庫のサ
イトから自動で文書をダウンロードし、html
タグを取り除き、生のテキストデータとして
利用するためのソフトウェアを開発した。こ
の成果を利用して、学習環境を構築したもの
が発表論文１である。ここでは、google forms
を利用して小テストを実現するために選択
問題、並べ替え問題、マッチング問題等のバ
ラエティを持たせるための機構や、図やハイ
パーリンクを挿入するための機能を実現す
るために google forms の表現力をアップさ
せる機構を導入し、サーバ上で自動的に html
を解析し変換できるようにした。この中で本
研究により実現した html 変換のアルゴリズ
ムの成果が利用されている。 
 
【学習環境関連の研究成果】 
 
 本研究の構成要素のうち、クライアント環
境は、Microsoft 社の Word 環境において自由
に類似文検索をはじめとする語学学習支援
環境を実現することである。研究論文２は、
EFL 学習者を対象とした英語学習システムの
実現についての論文である。これは、筆者ら
が長年研究してきた、語学学習を簡単に行え
るシステムの実現のために、ワープロソフト
を基盤に置いて開発したものである。この中
で、単語の頻度情報やスペルチェック、グラ
マーチェック、慣用句の頻度情報、KWIC など
様々な機能を実現している。これらの機能の
大半は VSTO により実現されており、本研究
のクライアントソフトとして利用している。 
 
【システム統合と問題点】 
 
システム統合とは、サーバとクライアントソ
フトを接続し、類似用例検索をクライアント
ソフトから利用できるようにすることであ
る。ここで必要な技術は、サーバ側で行って
いる形態素解析し品詞によりタグ付する作
業と同じ作業をクライアント側で行う必要
がある。このクライアント側での形態素解析

には推敲での技術を利用し VSTO プログラム
環境で行った。また、同様に VSTO を利用し
て、クライアント機からサーバに用例検索要
求を出し、結果をワープロ画面に表示する機
能を実現した。これらの成果は発表論文３に
記述した。ただし、問題点がないわけではな
い。（１）現状では応答速度が遅い。用例デ
ータベースの大きさに対し nlog(n)の計算量
ではあるが、類似検索においては、パターン
マッチする回数にも比例して計算量が増え
るため、データベースの大きさ、類似検索に
おけるパターンマッチの抽象化段階の設定
などについて研究を深めていく必要がある。
（２）対象データベース。現在は著作権の問
題を回避するため、青空文庫を対象にしてい
るが、語学学習においては、文学作品よりむ
しろ時事問題を扱い、写真などのマルチメデ
ィア情報も付加されたコンテンツの方が学
習者の興味を惹きやすいと考えられる。 
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